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小田原市最大の観光イベント「小田原北條五代祭り」、コロナ禍明けから段階的なイベントとして開
催していましたが、今年は４年ぶりに全面開催となりました。当協会も、５月３日（水）のパレード前に、
小学生から高校生の皆さんや法人会員や団体など、多数参加者のご協力の下、来場客が気持ち良く
過ごせるよう武者行列の巡路を中心に、清掃活動を実施しました。

北條五代祭り「美化キャンペーン活動」を開催

今年度も、当協会を支えていただく皆様のおかげで、活動を続けておりますこと感謝いたします。
あらためて、令和５年度を振り返り、実施活動および総会の様子をご紹介します。

『多くの方々に改めて感謝』
小田原北條氏誕生５００年記念事業として５９回
目を迎える北條五代祭りは例年にも増して、とて
も盛大でした。多くの人々が歩道に集まり武者行
列を楽しそうに迎え入れていました。今回のキャ
ンペーンは会場周辺、順路を右周りと左周りの３
班に分かれて清掃活動をしました。会場もコース
も以前よりきれいで、ごみの量は少なかったです。
多くの方に感謝されました、参加いただいた皆様、
ありがとうございます。 （植田 聡）

令和5年度の定期総会を生涯学習センターけやき視聴覚室で開催しました。併せて当日は会員

の研修会として市主催のきらめき出前講座「ごみの減量とリサイクル」を実施しました。ごみの現状
や対策、小田原市での取り組みなど、会員の皆さんも日ごろの活動を通した取り組みへプラスにな
る知識となるもので、真剣な眼差しで講義に向き合う姿が印象的でした。

日時 ：令和５年６月２７日（火） 午後３時～４時３０分
場所 ：生涯学習センターけやき 視聴覚室
講師 ：小田原市環境部環境政策課 木村 直文氏

（高松 民吉）

『何気ない行動にも！！』
環境が生命を左右していることを承知している私ど
もであるが、実践は難しいとつくづく思った。一例
を挙げると「燃せるごみ」の問題である。「燃える
からまぁいいか」と軽い気持ちでプラ系のごみを混
入すれば、その焼却灰は１０％もごみが残ってしま
うことが理解できました。これからは、より分別を
意識したいと思いました。

日時 ：令和５年５月３日(火)
午前９時～１０時

場所 ：小田原城周辺
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「小田原酒匂川花火大会」が全面開催された翌日の８月６日（日）に、美化清掃を実施しました。

当日の午前中は酒匂川周辺、午後には早川漁港で花火大会と同日に開催されていた、「みなとま
つり」の会場にも足を運び、美化清掃を行いました。市内のイベントが徐々に回復している事を実
感する、1日がかりの活動でした。

『継続は力なり！！』
花火大会には多くの人達が楽しみに来て頂い
ています。毎年、花火大会の一か月前から栄
町3丁目広小路から小田原大橋を超えて、鴨宮
２丁目下新田まで道路を清掃し、集まる皆さ
まに花火大会を楽しんで頂いています。久し
ぶりの全面開催ということもあり、大勢の
方々が足を運んだ会場周辺のごみの散見ぶり
は、コロナ前の懐かしい光景でもありました
が、改めてきれいな街づくりの難しさや継続
的な活動意識の重要さを感じました。

（西島 摩瑳顕）

「みなとまつり」開催後のクリーン作戦

『あの頃を思い出して・・』
酒匂川花火大会の開催があった翌日に2年ぶり
となる、みなとまつりも開催となりました。数
多くの人が集まった会場では、音楽の生演奏な
ども行われ、老若男女問わず数年ぶりの賑わい
をみせていました。ごみの量は例年に比べ少な
い印象で、来場者の環境意識が高いと実感した。
参加した人は夏の良い思い出になったと思う。
色々なイベントが戻り、このイベントも長く続
くことを期待して、今後も気持ち良い環境づく
りに貢献したいと思います。（國島 明宏）

日時：令和５年８月６日(日)
午前７時～８時３０分

場所：小田原大橋周辺

日時：令和５年８月６日(日)
午後２時３０分～４時

場所：小田原市 早川漁港

～ 午後の部 ～
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酒匂川右岸河口と周辺海岸の清掃活動

（濱野 昌平）

昨年から再開されたおだわらツーデーマーチが定員6000人で１１月１８日（土）、１９日(日)の2日間、
開催されました。これに先立ち１１月１２日（日）に、当協会では地元企業の皆様１８名（さがみ信用
金庫様、㈱ツー・ワン様）と共同で全５コースのうち、１コースの事前清掃を行い、参加者の方にきれ
いな環境でイベントを楽しんでいただきました。

（富田 蓉子）

第２３回
城下町おだわらツーデーマーチ会場の事前清掃

えっさほい
ファミリー

毎年、近隣の学校の生徒さんや自治会、法人会員の皆様と共に実施している酒匂川右岸河口と周辺
の海岸清掃を10月29日(日)に実施しました。小雨の降るなか、今年も白鴎中学校、小田原東高校、山
王小学校の生徒さんと先生方、自治会の方や会員の㈱鈴廣様など、総勢９０名の皆様に、お集まりい
ただきました。

『ごみは捨てない！持ち帰る！』
今年は特に学生さんの数が多かった事もあり、
元気のある雰囲気で活動も活発でした。結果、
満杯で、燃せるごみ１２袋、燃せないごみ６
袋と１時間と短い時間でしたが多くのごみを
集めることができました。海岸や砂浜が綺麗
になる事はとても気持ちがいいと思う反面、
たくさんのごみを見ると、今後も綺麗な場所
でありますようにと祈る気持ちにもなります。
「ごみは捨てない」「ごみは持ち帰る」の意
識啓発を皆様も、ぜひこれからもお願いしま
す。

『事故なく活動できる幸せ』
ツーデ―マーチが来ると、協会活動の今年を締
めくくる時期が出来たなと感じます。改めてこ
こまで大きな事故も無く、毎年さまざまな会員
の皆さまのご協力を頂いている賜物です。おか
げさまで今年も無事に事前清掃を行うことがで
きました。例年ごみの量も減ってきて、きれい
な街並みになってきました。この景色がずっと
続くように、これからも会員や市民の皆様と共
に気持ちの良い街づくりを続けたいと思います。

日時：令和５年１０月２９日(日)
午前９時～１０時

場所：酒匂川右岸（河口周辺）

日時：令和５年１１月１２日(日)
午前９時～１１時

場所：銅門広場～西海子通り～小田原用水
～松永記念館
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平成18年から小田原市内の落書き消しを続け、16年間の活動の中で、およそ18,000個もの落書きを
消してきた、西島 摩瑳顕会長に、内閣府より令和5年度エイジレス・ライフ受章者として、全国で60名
選出され、10月27日(金)に小田原市長を通して、記念盾が授与されました。

内閣府「エイジレス・ライフ実践事例」とは…
エイジレスライフ（年齢にとらわれず自らの責任と能力において自由で生き生きとした生
活を送ること）を実践している全国各市町村や高齢者関連団体から、内閣府へ推薦のあっ
た個人や社会参加活動を行う団体へ、内閣府よりその功績を称え、表章を送るものです。
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エコポス特集

～受章後コメント～
この度は栄誉ある章をいただき、大変ありがたく感じております。これまで
５０年以上続けてきた美化活動は私一人だけでは歩めなかった道のりだった
と思っています。皆さまのご理解、ご協力の賜物がこのような章を頂く結果
に繋がりました。言い換えれば皆さまと共に得た章であるとも感じています。
私は、欲なく綺麗にする意識が人間性を良くして行くと信じて日々、活動し
ています。今後も継続することで、万物の調和を始め、経済の発展など、少
しでも人々の幸せにつながるよう願っています。現在は難しい世の中ですが、
みんなで常に助け合うようになって行って欲しいです。この歩んできた伏線
の先が次世代へ繋がることを願い、これからも活動したいと思います。

～「まごころカード」をご存じですか？～

例えば以下のような活動でもらえます！
・ゴミ拾いや落書き消し等の美化活動
・敬老会等の地域行事でのお手伝い
・福祉施設でのお手伝い
・市民活動団体のイベントのお手伝い など

ＵＭＥＣＯでは、登録団体にご協力いただき、毎年実施している夏休みボランティア体験
学習では、中高生を中心に多くの方が参加され、市からも、まごころカードを発行してい
ます。ボランティアの受け入れにご協力いただける団体様やボランティア活動に興味があ
る方は、お気軽にご連絡ください。
【お問合せ】おだわら市民交流センターＵＭＥＣＯ（０４６５ｰ２４ｰ６６１１）

ＵＭＥＣＯではボランティア体験機会の
提供に取り組んでいます！

【お問合せ】小田原市地域政策課 市民活動推進係 （0465-33-1458）

申請書の様式や、詳細は
市ホームページから
ご確認ください。

「まごころカード」で検索

小田原市では、ボランティアをはじめとした市民の皆さんの活動で支えあっていくまちを目指し、
ボランティア活動を行った人へ感謝をお伝えする「まごころカード」を無料で発行しています。
参加活動の証明証としてもご活用できます。
・活動を行った本人か、推薦者（ボランティア活動の主催者など）から地域政策課あてに
申請書を提出いただくと、通常１週間ほどで発行し、郵送します。

・活動の記念に、お手伝いをしてくれた人へのお礼に、ぜひご活用ください！

まごころカード（見本）

ＱＲコード（市ホームページ）

神奈川県では西島会長を含む
２名のみが受章となりました。


